
報 告

第１回日本オープンイノベーション大賞において、

本センター・撫佐昭裕客員教授らの研究グループが総務大臣賞を受賞しました

撫佐客員教授らの研究グループは、 年より理学・工学・情報科学の研究者と企業の技術者に

よる産学連携研究を開始し、スーパーコンピュータの災害時緊急利用技術と世界初のリアルタイム

津波浸水被害予測技術を開発、実用化しました。また、実用化した技術を国内外の防災技術として

普及させるため、東北大学発ベンチャー企業 株式会社ＲＴ （ ）

を 年 月に設立しました。これらの成果と取り組みが高く評価されたものです。

なお、業績名、受賞者は以下のとおりです。

〇 第１回オープンイノベーション大賞 注 総務大臣賞

業績名：「リアルタイム津波浸水被害予測システムの開発と運用」

受賞者： 越村俊一 （代表者：東北大学災害科学国際研究所教授、株式会社ＲＴ 最高技術責任者）

太田雄策 （東北大学理学研究科准教授、 株式会社ＲＴ 技術顧問）

村嶋陽一 （国際航業株式会社 防災情報チームリーダー、株式会社ＲＴ

代表取締役、東北大学災害科学国際研究所特任教授）

撫佐昭裕 （日本電気株式会社 主席システム主幹、株式会社ＲＴ 最高執行責任者、

東北大学サイバーサイエンスセンター客員教授）

加地正明 （株式会社エイツー取締役、株式会社ＲＴ 最高財務責任者）

受賞者の方々。（一番右が撫佐客員教授）

（注１）日本オープンイノベーション大賞は、我が国のオープンイノベーションをさらに

推進するために、今後のロールモデルとして期待される先導性や独創性の高い取組を表彰

するもので、 年度までの「産学官連携功労者表彰」の継続表彰として、 年度より

開始されました。

報 告

平成 年度サイバーサイエンスセンターセミナー報告

本セミナーは、学内外の研究者や学生を対象に学内外から有識者をお招きして、情報通信に関

する最新技術動向、関連分野の話題、整備・運用経験等の情報提供・知識共有を行うことを目的

としています。

昨年度は以下の 件が開催されましたのでご報告いたします。

第 回サイバーサイエンスセンターセミナー

テーマ：「 」

日 時：平成 年 月 日 月

月 日 火

月 日 水

会 場：東北大学片平さくらホール

主 催：一般社団法人 情報処理学会 コンピュータセキュリティ研究会

一般社団法人 電子情報通信学会 情報セキュリティ研究会

東北大学サイバーサイエンスセンター

参加者： 名

概 要：このワークショップは、情報処理学会コンピュータセキュリティ研究会（ ）および

電子情報通信学会情報セキュリティ研究会（ ）が主催する、セキュリティ分野にお

ける日本を開催地とする国際会議です。 回目の今回は、東北大学サイバーサイエンス

センターも主催に加わり、採択論文による７セッションおよび つの招待セッションを

合わせて、計 件の最新の研究成果の発表が行われ、参加者による活発な議論、意見交

換が行われました。招待セッションでは、本学本間尚文教授とタイ・マヒドン大学・ヴ

ァサカ准教授にご講演いただきました。

第 回サイバーサイエンスセンターセミナー

テーマ：「中学生のための プログラミング講座 ― ゲームプログラミングを学ぼう ―」

日 時：平成 年 月 日 水

月 日 木

会 場：東北大学サイバーサイエンスセンター

主 催：東北大学サイバーサイエンスセンター先端情報技術研究部

共 催：東北大学 電気・情報系（工学研究科・情報科学研究科・医工学研究科）

協 賛：計測自動制御学会 東北支部

後 援：情報処理学会 東北支部

講 師：吉澤 誠 （東北大学 サイバーサイエンスセンター）

杉田 典大 （東北大学 大学院工学研究科）

八巻 俊輔 （東北大学 サイバーサイエンスセンター）
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参加者： 名

概 要：わが国の小中学生の多くは、テレビゲームに夢中になっています。しかし、テレビゲー

ムが高度な情報技術や数学的アルゴリズムに基づいて作られていることを理解している

児童・生徒は、残念ながら少ないと思われます。この講座では、テレビゲーム、映画、ア

ニメ、インターネット、バーチャルリアリティなどで多用されているコンピュータ・グラ

フィクス の構成方法や の基礎となる数学的アルゴリズムを、やさしいプログラミ

ング技術を習得し、楽しみながら理解することで、日本が得意としている やテレビゲ

ームを作るための工学技術や情報技術に興味を持っていただくことを目的としています。

この講座に参加することによって、最近問題となっている子供たちの理科離れ・数学嫌

い・ものづくりへの無関心を少しでも防ぐとともに、単なるゲーム・オタクになってしま

うのではなく、数学的に高度な技能と幅広い文化的教養をもった未来のゲーム・クリエイ

タの卵が生まれるきっかけができることを期待しています。

第 回サイバーサイエンスセンターセミナー

テーマ：「 （

，第 回災害管理用情報通信技術に関する国際

会議）」

日 時：平成 年 月 日（火）～ 月 日（金）

会 場：東北大学片平さくらホール

主 催：東北大学サイバーサイエンスセンター

共 催： ， ，

日本災害情報学会

東北大学大学院情報科学研究科

助 成：仙台観光国際協会

電気通信普及財団

参加者： 名（うち、海外居住参加者数 人、参加国数 ケ国）

概 要： は災害管理用情報通信技術 に関する最新研究・技術・経験等を共有し、今

後の課題や取組について意見交換、議論を行うことを目的とした国際会議であり、欧州

以外で初めての開催を主催しました。

一般投稿 編があり、これを査読（採択率上限 ）し、一般講演 件のほかに、キ

ーノート講演 件（ ，

， ）、ポスタ

ー講演 件を 日間で実施し、講演と議論により国際連携を深めることができました。

また、 日目に、震災被災地を視察する とした。 （電子版）を配

布し、開催後に一般講演論文を に掲載しました。
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